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 教員が子どもと向き合う時間を確保するための対策を   

 

県
教
委
に
要
望
活
動
を
実
施 

 

十
一
月
十
日
（
火
）
、
島
教
協
は
、
県
教
委

に
対
し
て
要
望
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。 

 

県
教
委
側
か
ら
は
、
今
岡
教
育
次
長
を
は
じ

め
、
各
課
の
課
長
・
課
長
補
佐
・
担
当
Ｇ
Ｌ
な

ど
多
数
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
島
教
協
か
ら
は
吉

田
会
長
・
副
会
長
・
事
務
局
長
・
次
長
・
執
行

委
員
九
名
が
出
席
し
ま
し
た
。 

 

約
一
時
間
に
わ
た
り
、
学
校
現
場
の
実
情
や

会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
な
ど
、
具
体
的
な
例

を
あ
げ
な
が
ら
、
今
年
度
の
要
望
を
訴
え
ま
し

た
。 

 

冒
頭
、
吉
田
会
長
は
「
限
ら
れ
た
予
算
で
は

あ
り
ま
す
が
、
ア
イ
デ
ア
や
知
恵
を
絞
っ
て
い

く
こ
と
で
少
し
で
も
環
境
が
整
え
ら
れ
て
い
く

こ
と
が
で
き
た
ら
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
」
と

あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。 

 

今
岡
教
育
次
長
か
ら
は
、
「
島
根
県
の
地
方

創
生
は
、
人
を
育
て
る
こ
と
を
大
き
な
柱
の
一

つ
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
皆
さ
ん
方
と
一

緒
に
な
っ
て
、
よ
り
良
い
教
育
環
境
を
提
供
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
」
と
い
う
話

が
あ
り
ま
し
た
。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

今岡教育次長（左）から 

      回答書を受け取る吉田会長 

 

今
年
度
の
要
望
は
、
「
学
校
・
教
職
員
の
多
忙
感
を

解
消
し
、
教
員
が
子
ど
も
と
向
き
合
う
時
間
を
確
保
す

る
た
め
の
対
策
」
と
し
て
「
事
務
・
業
務
の
見
直
し
」

と
「
人
員
配
置
の
推
進
」
を
特
に
重
点
項
目
と
し
て
掲

げ
ま
し
た
。
ま
た
一
般
要
望
と
し
て
は
、
「
教
職
員
の

配
置
改
善
」
「
給
与
・
勤
務
条
件
の
維
持
改
善
」
「
特

別
支
援
教
育
」
「
職
務
に
専
念
で
き
る
環
境
整
備
」
に

つ
い
て
要
望
を
行
い
ま
し
た
。 

 
 

 

主
な
要
望
事
項
と
回
答
は
次
の
通
り
で
す
。 

【
重
点
要
望
項
目 

一 

事
務
・
業
務
の
見
直
し
】 

 

ア 

報
告
・
提
出
書
類
の
簡
略
化
と
厳
選 

 

イ 

通
知
表
・
指
導
要
録
等
の
業
務
の
簡
略
化
の 

 

 
 

た
め
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
導
入
促
進
と
支
援 

 

ウ 

県
教
委
及
び
県
教
育
セ
ン
タ
ー
主
催
の
研
修 

 
 

会
の
精
選 

 

エ 

市
町
村
教
委
並
び
に
学
校
に
対
し
て
、
見
直 

 
 

し
に
向
け
て
県
教
委
が
中
心
に
な
っ
て
積
極
的 

 
 

に
働
き
か
け
を
す
る
こ
と 

 

（
県
教
委
回
答
） 

 

勤
務
時
間
の
適
正
化
に
向
け
て
は
、
今
年
度
勤
務

時
間
の
把
握
や
、
長
時
間
労
働
者
へ
の
産
業
医
等
に

よ
る
面
接
指
導
に
つ
い
て
、
市
町
村
教
委
に
対
し
調

査
を
実
施
し
て
い
る
。
結
果
を
ふ
ま
え
て
、
指
導
を

行
っ
て
い
き
た
い
。 

（
島
教
協
） 

 

今
年
度
行
わ
れ
た
全
国
学
力
調
査
に
つ
い
て
、
調

査
後
に
、
自
校
採
点
と
か
解
答
類
型
分
析
ま
で
行
う

こ
と
に
な
っ
た
。
日
頃
の
生
徒
へ
の
指
導
が
後
回
し

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
り
と
、
担
当
者
は
大
変
で
あ
っ

た
。
生
徒
と
向
き
合
う
時
間
を
確
保
し
た
い
の
で
、

自
校
採
点
等
の
扱
い
に
つ
い
て
は
今
後
検
討
し
て
い

た
だ
き
た
い
。 

【
重
点
要
望
項
目 

二 

人
員
配
置
の
推
進
】 

 

ア 

少
人
数
学
級
編
制
の
推
進 

 

イ 

サ
ポ
ー
ト
事
業
の
推
進 

 

ウ 

悩
み
の
相
談
事
業
の
推
進 

 

エ 

学
校
司
書
等
配
置
事
業
の
推
進 

 

オ 

特
別
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置 

（
県
教
委
回
答
） 

 

今
年
度
、
小
学
校
三
年
生
か
ら
五
年
生
、
中
学
校
一

年
、
二
年
生
で
実
施
し
た
三
十
五
人
学
級
編
制
を
次
年

度
は
小
学
校
三
年
以
上
全
て
の
学
年
に
拡
大
し
て
い
く

予
定
で
あ
る
。
三
十
人
学
級
編
制
に
つ
い
て
は
、
他
の

学
年
に
ま
で
拡
充
す
る
こ
と
は
現
状
で
は
困
難
で
あ

る
。 

 

現
在
実
施
し
て
い
る
非
常
勤
講
師
配
置
事
業
に
つ
い

て
は
、
不
登
校
や
問
題
行
動
の
未
然
防
止
に
成
果
が
あ

が
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
厳
し
い
財
政
状
況
で
は
あ
る

が
、
今
後
も
現
行
水
準
を
維
持
す
る
よ
う
努
め
た
い
。 

 

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
、
子
ど
も
と
親
の
相
談
員
等
の
高
度
な
専
門

的
知
識
と
経
験
を
有
す
る
者
の
活
用
は
必
要
不
可
欠
で

あ
り
、
そ
の
効
率
的
な
配
置
等
に
つ
い
て
、
継
続
し
て

取
り
組
ん
で
い
く
。 

 

【
一
般
要
望
項
目 

 

 
 

一 

教
職
員
の
配
置
基
準
等
の
改
善
に
つ
い
て
】 

一 

養
護
教
諭
の
配
置
改
善
に
つ
い
て 

（
県
教
委
回
答
） 

 

養
護
教
諭
の
複
数
配
置
基
準
を
、
県
単
独
で
引
き
下

げ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。 

 

養
護
教
諭
の
加
配
は
、
今
年
度
一
校
増
や
し
て
十
一

校
に
措
置
し
て
い
る
。
な
お
加
配
は
研
究
加
配
で
あ

り
，
期
間
を
指
定
す
る
の
が
本
旨
で
あ
る
が
、
学
校
の

実
態
に
よ
り
継
続
し
て
加
配
し
て
い
る
例
も
あ
る
。 

 

小
学
校
の
養
護
教
諭
の
幼
稚
園
へ
の
兼
務
発
令
は
、

市
町
村
教
委
が
行
う
も
の
で
あ
る
が
、
本
務
に
支
障
が

あ
る
場
合
は
兼
務
は
不
適
切
で
あ
る
と
考
え
る
。
こ
の

こ
と
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
教
委
対
象
の
教
育
施
策
説

明
会
で
指
導
し
て
い
る
。 



【
一
般
要
望
項
目 

 

 
 
 
 

 

二 

給
与
・
勤
務
条
件
の
維
持
・
改
善
に
つ
い
て
】 

二 

再
任
用
制
度
の
改
定 

 

ア 

常
時
勤
務
の
配
置
校
に
つ
い
て
は
，
特
に
一
人
職
で
あ
る 

 
 

養
護
教
諭
・
学
校
事
務
職
員
に
つ
い
て
は
中
規
模
・
小
規
模 

 
 

の
学
校
と
す
る
こ
と
。 

 

イ 

短
時
間
勤
務
の
任
用
を
導
入
す
る
と
と
も
に
、
短
時
間
勤 

 
 

務
任
用
者
は
教
職
員
定
数
に
入
れ
な
い
こ
と
。 

 

ウ 

優
れ
た
資
質
を
も
つ
再
任
用
者
が
力
を
発
揮
で
き
る
勤
務 

 

 
 

内
容
・
配
置
と
な
る
よ
う
な
再
任
用
制
度
に
改
訂
し
て
い
く 

 
 

こ
と
。 

（
県
教
委
回
答
） 

 

配
置
校
に
つ
い
て
は
、
退
職
ま
で
の
勤
務
経
験
及
び
面
接
で
の

意
思
確
認
等
に
よ
り
、
最
大
限
の
配
慮
を
持
っ
て
行
っ
て
い
る
。 

 

短
時
間
勤
務
職
員
に
つ
い
て
は
、
算
定
さ
れ
た
標
準
法
定
数
の

中
で
勤
務
時
間
に
応
じ
た
換
算
に
よ
り
配
置
す
る
方
法
や
、
非
常

勤
講
師
配
置
事
業
の
中
で
配
置
す
る
方
法
な
ど
が
考
え
ら
れ
る

が
、
引
き
続
き
、
具
体
的
な
制
度
運
用
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
き
た
い
。 

（
島
教
協
） 

 

再
任
用
の
方
は
、
教
員
と
し
て
の
資
質
や
技
量
が
豊
富
で
、
多

く
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
で
き
ま
す
。
ま
た
若
い
人
に
と
っ
て
も
励
み

に
な
る
貴
重
な
方
で
す
。
し
か
し
、
現
在
の
常
時
勤
務
で
は
、
担

任
を
し
た
り
、
若
い
人
と
同
じ
仕
事
を
し
た
り
で
負
担
が
大
き
い

と
感
じ
て
お
ら
れ
る
。 

 

再
任
用
の
方
が
担
任
を
持
つ
と
か
、
運
動
系
の
部
活
動
指
導
が

本
当
に
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
と
、
心
配
す
る
。 

 

再
任
用
を
希
望
す
る
人
の
ニ
ー
ズ
に
合
う
よ
う
な
採
用
を
し
て

い
た
だ
け
な
い
か
、
検
討
を
お
願
い
し
た
い
。 

（
県
教
委
回
答
） 

 

今
年
度
か
ら
、
再
任
用
者
で
指
導
主
事
へ
の
起
用
を
一
人
は
じ

め
ま
し
た
。
六
十
歳
代
は
じ
め
は
ま
だ
ま
だ
若
い
と
認
識
し
て
い

ま
す
の
で
、
再
任
用
の
意
志
が
あ
る
方
に
つ
い
て
は
、
県
教
委
と

し
て
は
積
極
的
に
再
任
用
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。 

【
一
般
要
望
項
目 

三 
 

特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て
】 

 

ア 

特
別
支
援
教
育
推
進
の
た
め
各
市
町
村
の
適
正
な
就
学 

 
 

指
導
や
相
談
業
務
の
充
実
が
な
さ
れ
る
よ
う
市
町
村
教
委 

 
 

へ
積
極
的
に
働
き
か
け
る
こ
と
。 

 

イ 

通
級
指
導
教
室
に
つ
い
て
指
導
体
制
の
充
実
や
研
修
の 

 

 
 

場
の
設
定
な
ど
、
県
の
特
別
支
援
教
育
課
の
取
組
と
し
て 

 
 

考
慮
す
る
こ
と
。 

 

ウ 

教
職
員
の
特
別
支
援
教
育
へ
の
理
解
・
啓
発
は
学
校
間 

 
 

で
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
九
年
間
の
見
通
し
を
持
っ
た 

 
 

特
別
支
援
教
育
の
推
進
が
図
ら
れ
、
学
習
指
導
や
生
徒
指 

 
 

導
で
活
か
さ
れ
る
よ
う
な
実
践
的
な
研
修
の
充
実
に
取
り 

 
 

組
む
こ
と
。 

（
県
教
委
回
答
） 

 

市
町
村
教
委
と
連
携
し
、
教
育
支
援
委
員
会
の
組
織
や
運
営

を
一
層
充
実
さ
せ
、
幼
児
児
童
生
徒
一
人
一
人
に
応
じ
た
教
育

的
ニ
ー
ズ
に
対
す
る
適
切
な
指
導
・
支
援
と
な
る
よ
う
努
め
て

い
き
た
い
。 

 

ま
た
、
特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て
は
、
全
て
の
教
職
員
を
対

象
に
理
解
・
啓
発
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

（
島
教
協
） 

 

特
別
支
援
教
育
で
一
番
大
事
な
の
は
教
員
の
理
解
だ
け
で
は

な
く
、
児
童
の
理
解
が
絶
対
で
す
。 

 

ま
た
支
援
を
要
す
る
子
ど
も
た
ち
は
、
そ
の
子
に
あ
っ
た
教

育
が
選
択
で
き
る
た
め
に
は
、
保
護
者
の
理
解
が
必
要
で
す

が
、
お
よ
そ
五
年
ぐ
ら
い
理
解
の
時
間
が
必
要
と
感
じ
て
い
ま

す
。 

 

発
達
障
が
い
を
持
っ
た
児
童
は
、
小
学
校
に
入
学
後
、
学
年

が
上
が
る
ご
と
に
健
常
児
と
の
差
は
広
が
っ
て
き
ま
す
。
し
か

し
、
保
護
者
の
方
に
は
な
か
な
か
伝
え
に
く
い
と
こ
ろ
が
あ
り

ま
す
。 

（
県
教
委
回
答
） 

 

保
護
者
の
方
へ
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
早
く
か
ら
行
い
、
ど
う
い

う
仕
組
み
・
ど
う
い
う
選
択
肢
が
あ
る
か
を
し
っ
か
り
説
明

し
、
就
学
を
決
定
す
る
時
に
保
護
者
や
本
人
の
意
志
を
最
大
限

に
尊
重
し
て
総
合
的
に
判
断
す
る
と
い
う
考
え
を
、
市
町
村
に

お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

 島教協相互援助規定の 

             ご紹介 
 

 ① 結婚祝金の給付 

       ５，０００円 

 ② 出産祝金の給付 

       ５，０００円 

 ③ 永年勤続祝金の給付 

       ５，０００円 

 ④ 病気見舞金の給付 

       ５，０００円 

   (傷病約１ヶ月の療養) 

 ⑤ 災害見舞金の給付 

  （住宅又は家財の損害を 

   受けたとき程度に応じて） 

 ⑥ 死亡弔慰金 

  （会員・会員配偶者死亡） 
 

 上記の規定に該当するときは、 

ご本人または学校代表は、事務局

まで連絡をお願いします。 

島教協会員証特典のご紹介 

 
「T・ジョイ出雲」（ゆめタウン出雲 

東館3階）劇場売店にて島教協会員証

を提示すると 

 

 売店人気ナンバー１の 

  ポップコーンセット 

   （通常７５０円）を 

  ワンコイン（500円）で 

        購入できます！！ 

ぜひ、 

 劇場売店へお立ち寄りください。 

同伴者も同様の対応ができます。 

たとえば 

ペアセット（ポップコーンＬ＋ドリンク

Ｒ×２）通常1200円のところ、ポップ

コーンセット（ポップコーンＲ＋ドリン

クＲ）2人分で特典価格１，０００円で購

入できます。 

平成27年度永年勤続教職員表彰 

 
 11月4日（水）、サンラポーむらくもで、

県教委主催の平成27年度永年勤続教職員表彰

が行われました。 

 島教協においても２４名の会員の方が表彰

を受けられました。 

 

 永年の島根県教育へのご尽力に敬意を表し

ますとともに、今後益々のご活躍をお祈りす

るものであります。 

 な お、規 定

に基づいて、

島教協から祝

意をお伝えい

たしました。

本当におめで

とうございま

す。 


